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晴
天
に
恵
ま
れ
、
穏
や
か
な
天

気
と
な
っ
た
５
月
７
日
、
子
ど
も

た
ち
に
魚
や
河
川
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
荒
川
漁
業
協
同
組
合

（
中
倉
虎
治
組
合
長
）
主
催
の
「
サ

ク
ラ
マ
ス
稚
魚
放
流
式
」
が
荒
川

水
辺
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
村
内
保

育
園
の
年
長
児
38
人
が
参
加
し
ま

し
た
。�

　
こ
の
日
準
備
さ
れ
た
体
長
約
７

〜
８
�
の
稚
魚
２
万
匹
は
、
昨
秋

採
卵
し
、
荒
川
漁
業
協
同
組
合
で

育
て
ら
れ
た
も
の
。
園
児
た
ち
は

「
大
き
く
な
っ
て
ね
」
「
元
気
に

な
っ
て
こ
の
川
に
戻
っ
て
き
て
ね
」�

と
、
稚
魚
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
持

っ
て
荒
川
へ
放
流
し
、
そ
の
姿
が

見
え
な
く
な
る
ま
で
目
で
追
っ
て

い
ま
し
た
。�

　
三
原
杏
莉
さ
ん
（
下
関
保
育
園
・

下
関
）
は
「
お
魚
を
５
回
も
川
へ

放
し
ま
し
た
。
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
で
す
。
大
き
く
な
っ
て
、
こ
の

川
に
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
」
と
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
今
回
放
流
し
た
サ
ク
ラ
マ
ス
の

稚
魚
は
、
園
児
た
ち
が
小
学
２
年

生
に
な
る
頃
、
も
っ
と
大
き
く
な

っ
て
、
清
流
荒
川
に
戻
っ
て
く
る

そ
う
で
す
。�

年長児がサクラマスの稚魚�
２万匹を荒川に放流�

篠

田

優

篠

田

優

花
さ
ん
さ
ん�

　
　
（
６
年
・
下
関
）

　
　
（
６
年
・
下
関
）�

わらびとり＆温泉宿泊で�
参加者大満足！�

　村温泉旅館組合と村観光協会主催の「わらびと

り宿泊パック」が、5月13日、大石集落のわらび

畑で開催されました。温泉宿泊とわらびとりがセ

ットになったこのパックは毎年人気が高く、新潟

市や燕市などから約40人が参加。�

　今年は悪天候などにより、例年に比べわらびが

少ないと心配されていたものの、参加者は準備し

ていた紙袋などがいっぱいになるまでわらびとり

を満喫しました。�

　燕市から家族、親せきと参加した小林千代さん

は「これまで10回以上参加しています。わらびが

たくさんとれて、温泉に入ってごちそうが食べれ

て最高です。来年もまた来ます」と収穫したわら

びを手に喜んでいました。�

　昼食は東桂苑に移動し、山菜の天ぷらやたけの

この味噌汁など春の味を楽しみました。�

わらびとり＆温泉宿泊で�
参加者大満足！�

　このたび、FC五十嵐ガールズ（新潟市）のメ

ンバーとして、昨年行われた「新潟日報杯新潟県

女子サッカー選手権大会」で見事優勝し、また

「JFA北信越ガールズエイト（12歳以下）サッ

カー大会」においても、チームの好成績に貢献し

た篠田優花さんに青少年育成関川村民会議（伝信

男会長）から表彰状が贈られました。�

　優花さんは荒川サッカー少年団（村上市）に所

属している傍ら、FC五十嵐ガールズでもレギュ

ラーメンバーとして活躍。今年２月に滋賀県で行

われた「びわ湖カップ全国なでしこサッカー大会

（12歳以下）」でも、中心メンバーとしてチーム

を４位入賞に導きました。�

　今後の目標について「今年、アルビレックス新

潟レディース（18歳以下）のセレクションを受

けるのでそれに合格したい。そして、将来はなで

しこジャパンに選ばれたい」と語る優花さん。こ

れからの活躍が楽しみです。�

女子サッカーで活躍の篠田優花さん�
がんばれ！関川っ子に認定�

篠

田

優

花
さ
ん�

　
　
（
６
年
・
下
関
）�
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広
報
紙
を
読
み
た
い
―
視
覚
障

が
い
の
あ
る
人
た
ち
か
ら
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
い
と
、
５
月
８
日
、

村
民
会
館
で
「
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
習
会
」
（
村
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
講
師
は
、
自
ら
も
新
潟
市
に
あ

る
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
所

属
し
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
活
動

し
て
い
る
吉
倉
千
恵
さ
ん
（
新
潟

市
）
が
務
め
ま
し
た
。�

　
講
習
会
で
は
「
視
覚
障
が
い
の

あ
る
人
た
ち
か
ら
音
声
訳
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
の
中
、

必
要
な
情
報
を
早
く
届
け
る
と
い

う
こ
と
が
大
切
。
待
っ
て
い
る
人

は
た
く
さ
ん
い
る
」
と
説
明
を
受

け
、
呼
吸
法
や
発
声
・
発
音
方
法

等
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、
「
力

ま
ず
に
、
普
段
、
話
す
よ
う
な
感

じ
で
読
む
と
良
い
。
人
の
声
は
一

番
心
地
の
い
い
も
の
で
、
聞

く
側
に
ス
ッ
と
入
り
や
す
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し

た
。�

　
講
習
会
に
参
加
し
た
大
島

京
子
さ
ん
（
上
野
新
）
は
「
求

め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
高
く
、

難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
講
習
を
き
ち
ん
と
受

け
て
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
講
習
会
は
５
回
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
村
社

会
福
祉
協
議
会
で
音
声
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
受
け
付

け
る
予
定
で
す
。�

〜
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
〜�

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
力
に
な
り
た
い�

　
さ
わ
や
か
な
青
空
が
広
が
っ

た
５
月
20
日
、
ふ
れ
あ
い
ど
〜

む
を
会
場
に
、
村
消
防
団
の
春

季
消
防
演
習
及
び
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
消
防
団
組
織
の
改
正
に
伴
い
、

ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
に
は
、
昨

年
よ
り
２
チ
ー
ム
増
え
た
９
チ

ー
ム
が
出
場
。
こ
の
日
の
た
め

に
、
１
か
月
以
上
に
わ
た
り
、

規
律
や
操
法
技
術
な
ど
の
練
習

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

選
手
の
家
族
な
ど
も
応
援
に
駆
け

付
け
、
熱
い
声
援
が
飛
び
交
う
な

か
、
緊
張
し
た
表
情
の
選
手
た
ち

は
、
す
ば
ら
し
い
操
法
を
披
露
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。�

　
結
果
、
第
２
分
団
九
ケ
谷
隊
が

優
勝
。
６
月
24
日
に
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
荒
川
（
村
上
市
）
で
開
催
さ

れ
る
郡
市
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
に

出
場
し
ま
す
。�

◆
競
技
会
成
績�

▽
小
型
ポ
ン
プ
の
部�

　
優
　
勝
　
第
２
分
団
九
ケ
谷
隊�

　
第
２
位
　
第
２
分
団
上
関
隊�

　
第
３
位
　
第
３
分
団
女
川
隊�

�

◆
優
秀
選
手
賞
　
　
＊
敬
称
略�

▽
指
揮
者
　
渡
　
邉
　
　
　
悠�

（
第
２
分
団
上
関
隊
・
上
関
）�

▽
１
番
員
　
石
　
山
　
真
太
郎�

（
第
２
分
団
九
ケ
谷
隊
・
下
川
口
）�

▽
２
番
員
　
本
　
間
　
　
　
光�

（
第
２
分
団
七
ケ
谷
隊
・
下
関
）�

▽
３
番
員
　
伊
　
藤
　
圭
　
佑�

（
第
２
分
団
上
関
隊
・
上
関
）�

◆
優
勝
チ
ー
ム
選
手
　
＊
敬
称
略�

　
新
　
野
　
大
二
郎
（
金
丸
）�

　
石
　
山
　
真
太
郎
（
下
川
口
）�

　
石
　
山
　
竜
太
郎
（
下
川
口
）�

　
八
　
幡
　
忠
　
隆
（
片
貝
）�

　
伊
　
藤
　
浩
　
昭
（
聞
出
）�

優
勝
は
第
２
分
団
九
ケ
谷
隊�

平成24年度 春季消防演習・ポンプ操法競技会�


